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社会福祉法人 芦別市社会福祉協議会 

  〒075-0011 芦別市北１条東１丁目８番地 芦別市総合福祉センター 

  ＴＥＬ(0124) 22-2194 ＦＡＸ(0124) 22-5466 

  E-MAIL  ashi-sya@indigo.plala.or.jp（社会福祉協議会事務局） 

kaigo-go@zpost.plala.or.jp（訪問介護ステーション） 

 

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の助成金によって発行しています。 
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【各事業への助成内訳】 
 

高齢者のために 
４６０，０００円 

障がい児・者のために 
４９０，０００円 

児童・青少年のために 
２１０，０００円 

ボランティア支援のために 
５３０，０００円 

更生保護活動のために  
７５，０００円 

広報発行・貸出物品購入のために 
３２０，０００円 

令和元年度の募金総額 戸 別 募 金 

1,677,293 円 

街 頭 募 金 

 206,727 円 

大 口 募 金 
(個人大口・法人大口) 

566,000 円 

特 殊 募 金 

 393,070 円 

平成３０年度 

芦別市の募金総額 

3,097,235 円 
北海道共同募金会 

道内の福祉事業へ

の助成(施設整備、

福祉車両等) 

705,000 円 

芦別市の福祉事業

への助成 

2,085,000 円 

芦別市共同募金委員会 

事務費(募金推進管理経費) 

307,235 円 

平成３０年度の募金は下記の流れで助成されました。（令和元年度に助成） 

芦別市へ 

（77.2%） 

全道各地へ 

（22.8%） 

(実施期間：令和元年１０月１日～１２月３１日) 

 

① ② 

② 

 

 ※この募金は令和２年度に助成されます。 

芦別市共同募金委員会 

令和元年度 赤い羽根共同募金実績 

円 

② あしべつ社協だより第 114 号 

芦別市共同募金委員会 

赤い羽根共同募金助成団体 活動の一コマ 

③ 

子育てサロン 

「夕涼み会」 

芦別市身体障害者福祉協会 

「一日研修大会」 

声のボランティアかりんとう 

「朗読の集い」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実施期間：令和元年１１月１日～１２月３１日) 
令和元年度の募金総額 

※この募金は令和元年度及び 

    令和２年度に助成されます。 

戸 別 募 金 

 978,831 円 
大 口 募 金 

(個人大口・法人大口) 

532,000 円 

特 殊 募 金 

 310,010 円 

平成３０年度の募金は下記の流れで助成されました。 

（平成３０年度及び令和元年度に助成） 

北海道共同募金会 
芦別市共同募金委員会

への配分 

1,925,000 円 

平成３０年度 

芦別市の募金総額 

1,920,322 円 
① ② 

③ 

④ 

歳末たすけあい募金助成団体 活動の一コマ 

芦別市手をつなぐ育成会 

「クリスマス集会」 

芦別市社会福祉協議会

より芦別市の福祉事業

への助成 

市内の低所得世帯等への見舞金として 
(平成 30 年度に助成)       １，１４０，０００円 

ひとりぐらし高齢者支援事業への助成として 
(令和元年度に助成)              ３６０，０００円 

福祉施設・福祉団体への助成として 
(令和元年度に助成)                    ４２５，０００円 

 

【各事業への助成内訳】 

令和元年度 歳末たすけあい募金実績 

 円 

 

あしべつ社協だより第 114 号 ③ 

芦別市遺族会 

「研修会及び新年交礼会」 

市内１８の単位町内会 

「ひとりぐらし高齢者支援事業」 

芦別市共同募金委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月１日（日） 
 「２０１９芦別市星の降る里ふれあ

い広場」が開催され、多くの来場者で

にぎわいました。 

 障がい者の社会参加とノーマライ

ゼーションの認識定着を目的とした

このイベントでは福祉団体によるチ

ャリティーバザーやステージイベン

ト等が行われ、障がいを持つ方への理

解と交流が深められました。 

 またふれあい広場のステージ上で

は「第１７回芦別市高齢者健康コンク

ール」の表彰が行われ、次の４名の方

が表彰されました。 

 

【最優良健康賞】 

女性の部 坂 口 智恵子 さん 

     （前列右端） 

男性の部 松 永 孫 一 さん 

     （前列中央） 

【優良健康賞】 

女性の部 増 田 キヨエ さん 

     （当日欠席） 

男性の部 藤 川 義 一 さん 

     （前列左端） 

あしべつ社協だより第１１４号 ④ 

令和元年１０月８日（火） 
 歩行機能と認知機能を向上させること

を目的とした運動学習プログラム「ふまね

っと」の指導者を養成することを目的とし

てふまねっとサポーター養成講習会が開

催されました。 

 芦別市内外から１４名の方が参加し、ふ

まねっと運動の効果や教室の進め方につ

いて学んだ後、実際にサポーター役と教室

参加者役に分かれ演習を行いました。 



 

 

 

 

⑤ あしべつ社協だより第１１４号 

令和元年１０月２５日（金） 
 第２８回芦別市社会福祉大会が総合福祉セン

ターで開催されました。 

 市内の社会福祉関係者１６４名の参加があり、

地域福祉の推進にご尽力いただいた方々への顕

彰と講演が行われました。 

 講演は砂川市立病院副院長・認知症疾患医療セ

ンター長の内海久美子氏をお招きし、「認知症に

なっても自分らしく生きるために」をテーマにご

講演いただきました。 

 このたび受賞された方々は次のとおりです。 

功労表彰及び功労感謝 

■功労表彰 
◇町内会長 

 （5 年以上） 

 滝 口 勝 雄 

 奥 原   茂 

 小 竹 清 孝 

 平 井 宣 行 

 佐々木 正 昭 

 加 藤   靖 

 吉 田   裕 

 
◇民生委員児童委員 

 （10 年以上） 

 坂 田 綾 子 

 松 本 利 憲 

 西 堀 夫佐枝 

 村 上 弘 子 

 茶 畑 幸 一 

 寺 島 みち子 

 宮 越 宏 一 

 村 上 佐智子 
 

◇社協役員 

 （10 年以上） 

 堀 川   徹 

■功労感謝 
◇社協役員退任者 

  

中 川 隆 弘 

 横 浜   博 

 齋 藤 雅 樹 

 故・櫻井  祝 

 前 田   篤 

 滝   和 也 

 鈴 木   透 

 堀 川   徹 

（ 敬 称 略 ） 

善行表彰及び感謝 

■善行表彰 
◇個人 

 青 地 幸 子 

 関 口 恵美子 

 髙 杉 律 子 

 中 西 友 子 

 木 綿 トモ子 

◇愛情銀行預託者 

 （10 万円以上） 

 芦別市老人クラブ連合会 

 芦別市民劇場 

■善行感謝 
◇愛情銀行預託者 

 （5 万円以上） 

 ネバーランド芦別店 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号会員(1,000 円) １口 木 曽  翔 平 １口 長 沢  友 夫 ５口 竹 原   司 

１口 荒 木  美 記 

 

小杉山  侑真 

 

半 場   環 渡 部  敏 正 

 

荒 当  明 子 櫻田  由紀子 平 井  宣 行 18 口 匿 名 

有 村  宏 紀 武 市  輝 雄 星   裕 文 第４号会員（3,000 円） 

池 田  養 江 竹 内  玄 厚 水 尾  誠 二 １口 ㈲ 一 力 商 店 

伊 藤  利 恵 辻 内  道 代 向 田  邦 臣 白間急便運送 

大 友  康 子 霍 田  登 志 子 山 崎  昌 子   

梶 沼  育 子 中 川  隆 弘 匿 名   

門 脇  靖 典 中 川  隆 二 ３口 大 橋  智   

日頃、社会福祉協議会の事業にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

社会福祉協議会の事業は、皆様方からお寄せいただいた会費等により地域福祉の推進に努

めております。本会の趣旨にご賛同いただいた方に対しまして厚くお礼申し上げます。 

令和元年７月６日～令和２年２月４日（敬称略） 

 

あしべつ社協だより第114号 ⑥ 

現 金 

氏   名 金額（円） 摘   要 

ボランティアなごみ 

代表 岡   桂 子 様 
2,000 ふれあい広場の益金を社会福祉事業へ 

手話サークルあしべつ 

代表 松 本 富 雄 様 
3,000 ふれあい広場の益金を社会福祉事業へ 

本町老人クラブ明友会 

カラオケの会会長 須藤栄松 様 
5,000 ふれあい広場の益金を社会福祉事業へ 

芦別更生保護女性会・あすなろ会 様 2,150 ふれあい広場の益金を社会福祉事業へ 

芦別市老人クラブ連合会 

会長 根 本 修 身 様 
50,000 

芦別市老人福祉芸能発表大会の益金の一部を

社会福祉事業へ 

芦別市民のど自慢の集い実行委員会 

会長 吉 野 征 幸 様 
70,000 社会福祉事業へ 

池 田  博 夫 様 20,000 社会福祉事業へ 

 

物 品 

氏   名 摘   要 

北海道コカ・コーラボトリング㈱ 滝川営業課 様  清涼飲料水（822本） 

(一社)北海道損害保険代理業協会 札幌支部 様 タオル（145枚） 

 

令和元年７月６日～令和２年２月４日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道コカ・コーラボトリング㈱ 様より寄贈いただいた清涼飲料水を 

市内福祉施設等へ贈呈いたしました。 

令和元年１２月１７日（火）～２４日（火） 
 北海道コカ・コーラボトリング㈱滝川営業課様より寄贈をいただいた 

コカ・コーラ社製清涼飲料水を市内の福祉施設や団体等に贈呈いたしま 

した。贈呈を受けた施設・団体の方は大変喜ばれていました。 

令和元年１２月６日（金） 
 北海道コカ・コーラボトリング㈱滝川

営業課様よりコカ・コーラ社製清涼飲料

水８２２本の寄贈をいただきました。 

 北海道コカ・コーラボトリング㈱様は

社会貢献活動の一環として、クリスマス

時期に合わせ北海道内の社会福祉施設

等へ昭和４３年から製品を寄贈されて

おり、今年で５２回目となります。 

 贈呈された清涼飲料水は芦別市社会

福祉協議会を通じ市内の福祉施設・団体

へ贈呈します。 

あしべつ社協だより第114号 ⑦ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ あしべつ社協だより第114号 

令
和
元
年
１１
月
１２
日
（
火
） 

 

芦
別
市
議
会
社
会
産
業
常
任
委
員
会
と
芦

別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
懇
談
会
が
芦
別

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
の
説
明
後
に
は
市

議
会
議
員
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
の
PR
方
法
や
在
宅
福
祉
活
動
等
に
つ
い

て
質
問
や
感
想
が
多
く
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

現
在
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
見
つ
め

な
お
す
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

社協の伝言板 

芦
別
市
議
会
社
会
産
業
常
任

委
員
会
と
社
協
と
の
懇
談
会 

子
育
て
サ
ロ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
会 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に 

～
社
協
職
員
研
修
～ 

令
和
元
年
１２
月
１８
日
（
水
） 

 

道
営
住
宅
緑
幸
団
地
集
会
所
に
お
い
て
芦
別
市
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ぬ
く
も
り
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
よ
り
子
育
て
サ
ロ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
参
加
し
、

ダ
ン
ス
や
工
作
な
ど
を
行
い
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

最
後
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な

り
ま
し
た
。 

令
和
元
年
１１
月
７
日
、
１５
日 

 

社
協
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
職

員
研
修
を
芦
別
消
防
署
に
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
AED
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
」

を
テ
ー
マ
と
し
芦
別
消
防
署
の
救
急
救
命
士
を
講

師
に
演
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
を
行
う
芦
別
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
AED
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
時
に
職
員
が
使

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
使
用
の
方
法
や
留
意
事
項

の
確
認
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら
の
AED
使
用
に
至

る
一
連
の
流
れ
の
演
習
等
を
行
い
ま
し
た
。 


